







































































































































































































































図 2　事前 UK 法実施時の心拍数と 








3-1．ergo 試行作業量とその試行中の心拍数（図 4 ）







3-2．ergo 試行後の UK 法作業量とその試行中の心拍数















図3   
 













3-3．ergo 試行とその後の UK 法の作業量
有意な相関はみられなかった（r=0.06, p=0.7）。個人別では正の相関が 2名、負の相関が 1
名であった（|r|=0.41～0.49）。
3-4．事前 UK 法と ergo 試行の作業量
有意な相関はみられなかった（r=0.19, p=0.3）。個人別では正の相関が 8名であった（r= 
0.37～0.64）。
4 ．事前、×印法後、ergo 試行後のUK法作業量
4-1．事前 UK 法作業量と×印後 UK 作業量（図 5 ）
相関係数 r=0.86で有意な相関がみられた（p<0.001）。個人別では相関がみられた12名全員
が正の相関であった（r=0.36～0.78）。

















4-3．×印後 UK 法と ergo 試行後 UK 法の作業量（図 7 ）
相関係数 r=0.91で有意な相関がみられた（p<0.001）。個人別では正の相関が12名、負の相
関が 1名であった（|r|=0.38～0.76）。









図8 図 8　×印法作業量と ergo 試行作業量（左） 
および最も相関の高い個人例（右）
表 1　UK 法、×印法、ergo 試行時の心拍数と作業量




ergo 試行 113.29±6.79 89.65±3.07
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